
《三加和中学校のあゆみ》
昭和 47. 4. 1 玉名北中と緑中の統合により三加和町立三加和

中学校創設（玉名北教室・緑教室）
48. 8.21 校舎建築起工式
49.12. 9 校舎落成記念式典を挙行
50. 4. 1 玉名北教室、緑教室を実質統合

5.23 運動場整備工事完了
51. 3.10 体育館・プール竣工
52. 4. 1 文部省「体力づくり推進校」指定

（昭和 52 ～ 54年度）
62.10. 県進路指導研究指定「研究発表会」を開催

（昭和 61 ・ 62年度）
平成 4. 2. 武道館建設竣工

10. 4. 7 校舎全面改築工事起工式
8. 5 給食室改築・ランチルーム新築工事起工式

11. 2. 1 新校舎開校式
3.23 新校舎・給食室･食堂改築竣工記念式典挙行
4. 1 教科教室型システム開始
8.31 運動場改修･玄関･駐輪場等工事完了

13. 4. 1 熊本県教育委員会指定学力充実研究推進校
（フロンティアスクール）指定

14.11.15 熊本県教育委員会指定学力充実研究推進校
（フロンティアスクール）研究発表会

16.11.12 県中学校駅伝大会優勝
（ 12月 19日 全国中学駅伝大会出場）

17. 8.26 文部科学省指定国語力向上モデル事業指定
（平成 17 ・ 18年度）

11. 9 県中学校駅伝大会優勝（２連覇）
（ 12月 18日 全国中学駅伝大会出場）

18. 2.14 新体育館「らんたんドーム」竣工記念祝典挙行
3. 1 三加和町、菊水町の合併により「和水町立三加

和中学校」と改称
11.15 文部科学省指定国語力向上モデル事業研究発

表会
19. 4. 1 租税教育推進校（熊本県租税教育推進協議会

指定）
22. 2. 5 町指定小中連携による学力向上研究推進校研

究発表会
6.30 校舎屋上に太陽光発電パネル設置

25. 1.29 本校敷地内での三加和小学校校舎建築工事
開始

26. 4. 1 三加和小学校開校と同時に併設型小中一貫校
としてスタート

26.11.28 小中一貫教育研究推進校研究発表会
27. 4. 1 文部科学省指定小中一貫教育推進事業

（平成 27 ～ 29年度）
29.11.22 文部科学省指定小中一貫教育推進事業発表会

30. 4. 文部科学省指定小・中学校等における起業体
験推進事業（平成 30年度）

【４月】始業式、入学式、標準学力検査
全国学力学習状況調査、家庭訪問、PTA総会

【５月】 体育大会 新体力テスト 起業体験講話

【６月】教育相談、中間テスト、玉名荒尾中体連総合大会
授業参観、引き渡し訓練

【７月】1年集団宿泊教室、県通信陸上大会、サマースクール
【８月】サマースクール、古墳祭
【９月】共通テスト、期末テスト、

玉名荒尾中体連陸上大会、高校説明会
【10月】校内写生大会 文化発表会

後期始業式、玉名荒尾中体連駅伝大会
【１１月】共通テスト、金栗マラソン大会

玉名荒尾音楽会、中間テスト、授業参観
生徒会役員改選

【１２月】県学力調査、立会演説会
校内リレーマラソン大会、2年修学旅行

【１月】書き初め大会、私立高校入試
【２月】公立前期選抜入試、私立高校入試、

百人一首大会、期末テスト
【３月】公立後期選抜入試、卒業式､クラスマッチ、

修了式、退任式

平成３０年度

三加和中学校要覧

校訓

和水町立三加和中学校
〒８６１－０９１３
熊本県玉名郡和水町板楠１００１
TEL 0968-34-2134
FAX 0968-34-2660
ＵＲＬ http://jh.higo.ed.jp/mikawa/
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学校経営の基本方針

【 9か年を通した系統的・継続的な指導を展開する 】

１ 一人一人の生徒に、確かな学力の定着を図り、豊かな心とたくまし
い体力・気力を養い、意欲を持って生涯学び続ける意志と態度を
身につけさせる。

２ 「命を預かる」ことに危機意識を持ち、生徒の安全確保及び安全
管理の徹底を図る。

３ あらゆる活動に、人権教育・特別支援教育の視点を取り入れ、い
じめのない、安心で、明るく、正義が通る学校生活を創造する。

４ 学校及び郷土の歴史と伝統を引き継ぎ、和水の環境保全に貢献
し、未来の文化を創造する能力と自立するための「生きる力」を育て
る。

５ 学校、家庭、地域社会が一体となって取り組む指導体制を確立
し、教育活動をＰＤＣＡのサイクルで高める。

こんな学校に

・活気のある学校
・潤いと温かみのある学校
・小中一貫校のよさを享受できる学校
・小規模校の強みを生かした学校
・生徒や保護者、地域から信頼される学校

こんな生徒に

・表現力豊かな生徒
・人権を大切にする生徒
・良好な人間関係を築ける生徒
・心身の健康に努める生徒
・自他やふるさとを愛する生徒

こんな先生に

・認め、ほめ、励ますことで、生徒を伸ばす教職員
・常に指導力の向上と授業改善に取り組む教職員
・組織の一員としての自覚を持ち、小学校職員や
外部の人材と協働する教職員
・チャレンジ精神に満ちた教職員

学校教育目標

夢を抱き、きずなを深め、未来を拓く
生きる力を身につけた生徒の育成

～命をだいじに・人をだいじに・心をだいじに・物をだいじに～

平成３０年度の構成

【 生徒数 】
男 女 計 PTA会員数

１ 年 １１ １４ ２５ ２０
２ 年 １５ １０ ２５ ２４
３ 年 １２ １０ ２２ ２２
計 ３８ ３４ ７２ ６６

【 部活動加入者数 】
部 名 １年 ２年 ３年 計
野 球 ０ ２ １ ３
陸上競技 １０ ７ ７ ２４

女子バレーボール ２ ２ ４ ８
バスケットボール ５ ５ ２ １２

校内研究のテーマ

小中一貫教育（小中併設型）における未来を切り拓く生きる力を
身につけた児童生徒の育成

～起業体験活動を中核に据えたキャリア教育の充実を通して～

平成30年度 文部科学省「小・中学校等における起
業体験推進事業」の指定を受け、東京証券取引所
による「JPX起業体験プログラム」の協力のもと、起業
体験させる。

小中一貫教育の取組

◎ 人権教育部会
・ 1分間スピーチ・友だちのよいところ探し
・ 人権・なかよし宣言の見直しと唱和
・ 合同人権集会・ 合同みかわタイム

◎ 学力向上部会 ◎ 生徒指導部会
・ 学習規律の徹底 ・ 共有スペースの決まり確認
・ 家庭学習がんばるプログラム ・ 共通の生活目標の設定
・ 検定試験の取組 ・ 清掃の仕方の確認
＊講師招聘による授業研究会の充実

◎ 健康・体力部会
・ ノーメディア、生活習慣調査
・ 昼休みを利用した合同スポーツ大会等の実施
・ 交流給食

＊小中合同による、大運動会などの学校行事や
PTA活動の実施

教育課程

教科 学年 1年 2年 3年
国語 １４０ １４０ １０５
社会 １０５ １０５ １４０
数学 １４０ １０５ １４０
理科 １０５ １４０ １４０
外国語 １４０ １４０ １４０
音楽 ４５ ３５ ３５
美術 ４５ ３５ ３５

保健体育 １０５ １０５ １０５
技術･家庭 ７０ ７０ ３５
道徳 ３５ ３５ ３５
特活 ３５ ３５ ３５

総合的な学習 ５０ ７０ ７０
計 １０１５ １０１５ １０１５

＊数学は、全学年で少人数指導を行う
＊家庭学習の更なる定着と学習内容の質的向上
＊学習意欲を高めるためのキャリア教育の充実
＊授業改善、教師の更なる授業力、指導力の向上
＊起業体験推進事業を基軸に据えた取組の充実


